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助 産 師 「専門技術者としての存在」「密接な人間関係」「専門職種間の連携と協働」
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が、看護師は「良い人間関係」であるのに対し、助産
師は「密接な人間関係」であった。この違いについて
は、医療疎地域という特殊性から妊産褥婦と助産師と
の関係は、生活域を共にしており、首都圏などの他の
地域よりも関係性が近くなることが推測される。その
ため、助産師はより密接な人間関係を求められている
と考える。
　以上のことから医療過疎地域は、助産師の助産ケア
として「専門技術者としての存在」「密接な人間関
係」を求めていることが推測された。しかし、どのよ
うな専門技術が求められているのか、またその専門技
術を提供するために必要な専門的判断・ケアは何かと
いった助産師の実践能力は明らかになっていない。さ
らに助産ケアは医療過疎地域の施設機能・組織によっ
て異なることと予測されるが、その点も明らかではな
いため今後の研究が期待される。
Ⅴ．結　語
　今後の課題としては、医療施設の機能・組織および
医療過疎など地域の特性に応じた役割や実践能力につ
いての研究が望まれる。
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